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1.本書は高松海岸線街路事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書の第 2冊で,高松市丸の内に所在する高松城跡 (江
戸長屋跡Ⅱ)の調査報告を収録した。

2.発掘調査及び整理作業については高松市教育委員会が実施した。
3.調査から報告書作成に至るまで,下記の関係機関ならびに方々の助言と協力を得た。記して謝意としたい。
香川県教育委員会,四国通商株式会社
4.高松城跡 (江戸長屋跡Ⅱ)の調査は,文化財課文化財専門員小川賢・渡邊誠が行なった。
5。 以下の業務については,委託業務として行なった。

遺物保存処理 :14tl京都科学  遺物写真撮影 :西大寺フォト
6.本書の執筆・編集は渡邊が行なった。
7.本書の挿図として,高松市都市計画図 2千 5百分の 1「高松市街北部」を一部改変して使用した。
8.発掘調査で得られた資料は高松市教育委員会で保管している。
9。 本報告書の高度値は海抜高を表し,方位は座標北を表す。
10.本書で用いる遺構の略号は次のとおりである。

SE:井戸 SK:土坑 SP:柱穴 SX:性格不明遺構
11.挿図の縮尺は,遺構の平・断面図が 1/40,遺物のうち金属製品が 1/2,土 器が 1/3,大 型土器,瓦が 1/
4である。

12.土層および土器観察の色調表現は,新版標準土色帖 (農林水産技術会議事務局監修・財団法人日本色彩研究所色

表監修)に拠る。
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第 1章 調査の経緯と経過

第 1節 調査 の経緯 (第 1図参照 )

現在,旧高松城中堀の堀端に相当する都市計画道路高

松海岸線は拡幅・整備事業が計画されている。この事業

の実施にあたっては,当路線が国史跡高松城跡に北接し

ていること,かつ高松城跡の武家屋敷地に該当している
ことから,事業主体である高松市 (都市整備部都市計画
課)と 高松市教育委員会 (以下,市教委)と の事前協議
を経て,市教委が拡幅工事の範囲について逐次,試掘調
査を実施し,埋蔵文化財の包蔵状況の確認を行ってきた。

当調査地点についても同路線の拡幅部分に該当するも

ので,平成15年度に試掘調査が実施され,旧高松藩での

広範囲にわたる武家屋敷地である江戸長屋に比定される

地区であること, これと合わせて遺構 。遺物の確認状況

を考慮した結果,当地点も含め周知の埋蔵文化財包蔵地

に該当するものと判断された。

平成20年 3月 21日 付けで埋蔵文化財発掘通知 (文化簿

保護法第94条第 1項)が高松市から提出され, これに姑
し香川県教育委員会から事前に発掘調査を実施する旨の

指導があった。

以上のような経緯のもと,同年 4月から当地点の約62∬

を姑象に市教委が発掘調査を実施することとなった。
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導
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第 1図 高松城跡周辺発掘調査地位置図 (1/10,000)
1 東ノ丸跡 (県民ホール地区)2 紺犀WT遺跡  3 水手御門 4 束ノ丸跡 (県民小ホール地区)5 東ノ丸跡 (香川県歴史陣物館地区)6 西の九町地区Ⅱ 7 西の丸町地
区Ⅲ 8 作事丸 9 西内‖r 10 地久櫓 H 高松北警察署地区 12 内町 13 三の丸 14 西の九‖r地 区 1 15 地久櫓台 16 浜ノ町遺跡 17 片原町遺跡 18 丸の内地lX
19 松平大膳家中犀敷跡 20 松平大膳家上屋敷跡 21三 の丸 竜櫓台北側 22 西の九町D地区 23 九の内 24 寿町一丁目 (無量壽 r7L)25 中堀 北浜町 26 丸の内,都市計
画道路高松海岸線街路事業 27 丸の内,再生水管布設:工事 28 九の内 個人住宅建設 29 二の九,I藻 公園西門料金所整備■事 30 外堀 西内町,共同住宅建設 31 丸の内
共同住宅建設 32 束町奉行所跡 33 西の九町 34 丸の内 35 丸の内 36 鉄門 37 厩跡 38 外堀 兵庫‖T 39 寿町二丁日地区 40 天守台 41 江戸長屋跡 I・ Ⅱ
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第 2節 調査 の経過

発掘調査は平成20年 4月 1日 から,同年 4月 28日 の間
で実施した。調査面積は約62ポで,遺構確認面について
は2面 と想定した。発掘調査工程どおり, 1ケ 月で終了

した。

以下,発掘調査期間中の主要な工程を記す。
4月 1日 :重機掘削,遺構面精査
4月 2日 ～ 4月 15日 :第 1遺構面および整地層下層の

調査

第 2章 調査の成果

第 1節 調査方法

調査地は現道と宅地およびビルに挟まれた細長い区画

で,現況は更地となっている。工程上の理由で,昨年度
に調査区の南側を調査し,今年度の調査では街路拡幅範
囲にあたる北側の調査を実施した。

調査の方法については,重機掘削の後,人力によって

精査し遺構検出を行った。一部,整地層の除去など,人
力での掘削を行った。遺構番号は検出した順にその平面

の形態から想定した性格のものを付けた後,遺構掘削を

行った。遺構図面,土層図等の作成を1/20縮尺で行っ
た。

第 2節 主要遺構 と基本層序 (第 2・ 3図黍照 )

調査では2面において,中世および近世の遺構・遺物
を確認した。ただし,第 1遺構面については,整地面の

下層においても遺構を確認している。調査時において各

遺構面の出土遺物や層序から,概ね第 2遺構面を中世段
階,第 2遺構面から第 1遺構面の間の堆積層を近世段階
の所産として捉えた。

調査地における各壁面の層序は南に隣接した高松城跡

(江戸長屋跡 I)を参考にしながら調査を行ったが,基
本的に同様な堆積状況であることが確認できたため,こ
の調査を基準 として,本書でもA～ F層 に大別してい

る。ただし,い くつか異なる知見も得られた点もあり,
それらを踏まえながら,記述を行っておく。

A層 :表土に相当する整地層である。コンクリー ト塊

他,戦災痕とみられる焼土層を含み,太平洋戦争
後の所産と推定される。

B層 :薄 く堆積 した黒色を呈した砂混じリシル ト層で,
一部で瓦砕片や小礫を含み,A層および後述する
C層 との関係から,近。現代の所産と推定される。

4月 16日 :第 2遺構面まで重機掘削

4月 17日 ～25日 :第 2遺構面調査

4月 28日 :埋め戻し。撤収作業

整理作業については,高松市教育委員会文化財課円座

整理事務所にて調査終了時から平成21年 3月 末までの期

間で実施し,委託業務とした遺物写真撮影および遺物保
存処理業務についても同期間内に完了した。

なお,地理的・歴史的環境については,高松市教育委

員会編の F高松城跡 (江戸長屋跡 I)Jを参照していた

だきたい。

C層 :責灰あるいは暗灰責色を呈したシルト質極細砂で

ある。焼土粒,炭を含む他,部分的に瓦片や責色
土を塊状に含む。概ねこの下位において,第 1遺

構面であるD層を検出した。第 1遺構面で確認し

た遺構の中には同系の埋土をもっているものもあ

り, このC層から掘 り込まれたものもある。概ね

19世紀前半以降の整地層と推定される。

また,調査区の北側約1/4の 範囲で,オ リーブ

黄色極細砂と灰色シルトとを細かく互層にして整

地した層を確認した。

D層 :第 1遺構面として調査を行った面に相当する整地

層である。炭・焼土粒を含んだ暗灰黄色もしくは

暗灰黄褐色土もしくはシル トもしくは砂質土層

で,瓦・礫を多く含む特徴をもつ。また,詳細に
みると後述するように,整地土に細かな違いが認
められた。また, この整地土を撤去して検出した

面をD2層 とした。この面は第 1遺構面下層とし

て,遺構検出を行い, この面で確認できた遺構は
SKb101の ように呼称した。この面における遺構

密度はそれほど高くなかった。出土遺物からDl

層が18世紀後半から19世紀以降,D2層 が17世紀
前半～18世紀中頃の所産と推定される。先述した

ように, この面で確認された遺構の中には, C層

から掘り込まれた遺構も含まれている。

E層 :円礫をまばらに含み,黒褐～暗灰色を呈したシル

ト質土で,粘性があり, 自然層が土壌化したも
のと考えられる。約20～30cm程度堆積しており,

炭や赤褐色粒が混じって認められる。E層で確認

された遺構は,先述したようにD～ E層が形成さ
れる際に,部分的に行われた整地などがあり,そ
の面から掘り込まれた遺構なども含まれているも

のと考えられる。そのため,遺構の年代は近世の

所産の遺構も含まれているものの,中世のものが

大半である。

-2-
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F層 :自然堆積とした砂礫層で,にぶい黄色砂を基盤と

して,砂礫から円礫が混じる。この面では明確な

遺構は確認できなかったが,高松城西の丸町地区

の調査 (松本編2003)で確認されたような安山岩

板石が数点出土し,遺物もいくつか採集できた。
これより下位では,湧水を伴う。第 2遺構面の調

査後,可能な限り断ち割り調査を行ったが, F層
よりも下位に存在する遺構は確認されなかった。

ただし,第 1遺構面およびその下層の遺構群のほか

に,第 1遣構面下層から第 2面 までの間の堆積の中に
は,重層的に確認し得た部分的な整地層および遺構も存

在しており,実際は細かく層位を区分できる可能性があ
るが,調査上の制約から行えなかった。周辺での調査成

果から,想定される遺構面の検討作業も必要と考えられ

る。

第 3節 第 2遺構面の遺構・遺物

以下に報告する遺構の規模に関する記述については,

残存部における値であり,必ずしも本来の大きさを示し

ていない。

SK204(第 4図 )

調査区中央部やや東寄 り,検出高0,8mで確認した長

軸0.8m,短軸0.27mの精円形を呈する土坑である。北側

はSK203に 切られる。土坑中には角礫が残されていた。

深度は0.27mで ,坦土は黒褐色 (10YR3/1)砂質土 (や
や粘性あり)の単層である。所属時期は,いずれも月ヽ片
のため限定できないが,近世以降と考えられる。

出土遺物 (第 4図 )

1は土師質土器小皿, 2は中国産磁器の青花碗, 3は

軒平瓦, 4は平瓦である。

SK205(第 4図 )

調査区中央部やや東寄 り,検出高0.77mで確認した長

軸0.88m,短軸0.72mの 細長い楕円形を呈する土坑であ

る。SK206に切 られている。深度は0.08mで ,埋土は黒

褐色 (2.5Y3/1)砂 質土 (民 。赤褐色砂粒を含む)の単

層である。所属時期は,出土遺物がいずれも小片のため

限定できないが,近世以降と考えられる。

出土遺物 (第 4図 )

5は京・信楽系陶器碗, 6は巴文軒九瓦である。いず

れも小片であり,詳細は不明である。

SK206(第 4図 )

調査区中央部やや東寄り,検出高0,75mで確認した長

軸0.59m,短軸0.2mの 隅丸方形状の土坑である。深度は

0.08mで ,埋土は暗灰黄色 (2.5Y4/2)砂 質土 (赤褐色砂

粒を含む)の単層である。SK205,SK207を 切っている。

所属時期は,出土遺物が小片のため限定できない。

出土遺物 (第 4図 )

7は製塩土器の脚部片と考えられるもので,外面は削
りで,内面はナデ調整で仕上げている。

SK207(第 4図 )

調査区中央部,検出高0。73mで確認 した長軸1.38m,

短軸0.78mの楕円形の上坑である。SK205に切られてい

る。深度は0,4mで ,坦土は黄灰色 (2.5Y4/1)砂質土 (拳

大の角礫を含む)の単層である。所属時期は特定できな

出土遺物 (第 4図 )

8。 11は土師質土器杯で,後者の口縁部付近には煤の

痕跡が残っており,灯明皿として使用されていたものと

考えられる。外底面には板状圧痕が残る。 9。 10は土師

質土器小皿である。

SK208(第 4図 )

調査区のほぼ中央部,検出高0.72mで確認した長軸
1.lm,短軸0.85mの三角形状を呈する土坑である。西側

がSK207,東側がSK203・ 204に切 られている。深度は

0.17mで ,坦土は責灰色 (2.5Y4/1)砂 質土の単層である。

所属時期は特定できない。

出土遺物 (第 4図 )

12は土師質土器杯である。

SK227(第 4図 )

調査区のほぼ中央,検 出高0.74mで確認 した直径
約0,75mの 円形に近い土坑である。SK228を 切って,

SK207に切られている。深度は0.35mで,埋土はオリー

ブ黒色 (5Y3/1)砂 の単層である。所属時期は出土遺

物から14世紀以降と考えられる。

出土遺物 (第 4図 )

13は足釜 BⅡ もしくはBⅢ型式で,突帯の貼 り付けお
よび器面調整に伴う指押えの痕跡が顕著に残る。14は土

師質土器の奏である。破片であるが,外面に板ナデの痕
跡,内面には刷毛目調整後板ナデを施した痕跡が残る。

SK228(第 4図 )

調査区の中央部よりやや南西側,検出高0。73mで確認
した長軸0.83m,短軸0.55mの細長い楕円形の土坑であ

る。南東部はテラス状を呈し,北側に細長い落ち込みを

伴う。SK227に切られている。深度は0.25mで,埋土は

黄灰色 (2.5Y5/1)砂 (5～ 10程度の円礫を含む)の単

層である。所属時期は出土遺物から12世紀中頃以降と考

えられる。
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出土遺物 (第 4図 )

15は白磁碗のV類-3も しくは4である。16は須恵器
奏もしくは壷の底部である。

SK209(第 5図 )

調査区の中央部からやや南東部,検出高0.81mで確認

した長軸0.74m,短軸0.5mの 三日月状を呈する細長い土

5
ヌ

轟

≦ 三「
~~′π幸≒雨

｀
    14 1          1

0       10cm

0           10cm

第 4図 SK204～ 208・ 227。 228平・断面図 (S=1/40),出土遺物 (S=1/3,1/4)

坑で,南側は試掘 トレンチによって壊されている。深

度は0,23mで ,埋土は黄灰色 (2.5Y4/1)砂質土である。

出土遺物は17の ほかに,小片のため図化できなかった

が,瓦器の破片がある。所属時期は出土遺物が小片であ

るため特定できない。

出土遺物 (第 5図 )

17は土師質土器杯の破片である。
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第 5図 SK209・ 211・ 213・ 215。 216平・断面図 (S=1/40),出土遺物 (S-1/3,1/4)

SK211
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SK211(第 5図 )

調査区の南東都,検出高0,73mで確認した一辺が約lm
の隅丸方形の土坑である。深度は0.17mで,埋土はオ
リーブ黒色 (5Y3/1)砂質土の単層である。所属時期は

出土遺物が小片であるため,不明である。
出土遺物 (第 5図 )

18～20は土師質土器杯である。18はヘラ切 り,201ま 糸

切 りである。

SK213(第 5図 )

調査区の北西部,検出高0,75mで 確認した長軸1.5m,

短軸1.25mの 大型の楕円形を呈する土坑で,SX2011こ

よって東側を切られている。南側にテラスがある。深度

は0.75mで ,埋土は 2層 に分けることができ,上層に暗
灰黄色 (2.5Y4/2)砂 質土 (炭・円礫を含む),下層に暗

灰責色 (2.5Y4/2)砂 質土 (円礫を含む)が堆積していた。

所属時期は近世以降と考えられる。

出土遺物 (第 5図 )

21は 須恵器の杯蓋で,TK209型 式併行 と考えられ

る。図化できた遺物の他に施釉陶器細片,土師質土器杯
(皿),丸・平瓦の小片が出土している。

SK215(第 5図 )

調査区の西壁付近,検 出高079mで 確認 した長軸
1.88m,短 軸1.39mの 不整形 の土坑 であ る。SK216・

SP212に切られ,SK223,SP228・ 230を 切っている。深

度は0.26mで ,埋土はほぼ水平堆積 してお り,第 1層が

黄灰色 (25Y4/1)砂 質土 (にぶい黄褐色 (10YR 5/4)

シル ト質土塊,拳大の角礫を含む),第 2層 が責灰色

(2.5Y5/1)砂 質土 (にぶい黄褐色 (10YR 5/4)シ ル ト

質土塊を含む),第 3層が責灰色 (2.5Y4/1)砂 質土 (や

や粘性あり)である。所属時期は出土遺物から19世紀中

頃以降と考えられる。

出土遺物 (第 5図 )

22は軟質施釉陶器鍋である。23は龍泉窯系青磁碗で,

Iも しくはⅡ型式のものと考えられる。見込み部に文様

が施され,畳み付けから高台の内側は露胎である。出土
遺物はこの他に小片のため図化できなかったもので,瓦

質土器,土師質土器,骨片などがある。

SK216(第 5図 )

調査区の北西部,検出高0,77mで確認した一辺が約08
mの隅丸方形を呈すると考えられる土坑である。北側

をSK214に切 られている。深度は0.21mで,埋土は黒褐
色 (25Y3/1)砂 質土 (瓦を多量に含む)の単層である。

所属時期は出土瓦から17世紀前半以降と考えられる。

出土遺物 (第 5・ 6図 )

24～27は巴文軒丸瓦で,24・ 25はⅣ類である。26は断面

の剥離状況から接合式である。27の瓦当面にははなれ砂の

付着が著しい。28～30は軒平瓦で,28は三葉文を中心飾り

として,蕨手を左右に2転させるもので,佐藤分類 (佐藤
2CX13)V類 の19に近い。29は宝珠文を中心飾りとして,蕨

手を左右に同じ方向に2つ配置するものである。軒平瓦は

いずれも平瓦部に断面波状の切 り込みを入れて顎部の粘

土を接合して,瓦当面を成形している。そのため,瓦当
部の裏側および凸面の瓦当部付近はヨコナデ調整が明瞭

に残るものが多い。31～32は丸瓦で,31は 凹面に粗い布

目を残す。33～36は平瓦で,横方向にナデ調整で仕上げ
るもの,縦方向のナデ調整で仕上げるものなど様々であ
る。33'35'36の 凹面には糸 (鉄線)切 り痕が残る。37

は整形時の指押さえの痕跡が著しい。37は土錘である。

SK219(第 6図 )

調査区の南東隅部,検出高0.88mで確認した,直径約
04mの 円形を呈する土坑である。西側を試掘 トレンチ

によって壊されている。深度は021mで,埋土は黄灰色

(5Y7/3)砂 質土 (浅黄色極細砂を塊状に含む。炭を含む)

の単層である。所属時期は特定できないが,古代以降と

考えられる。

出土遺物 (第 6図 )

38は須恵器の蓋と考えられる破片である。出土遺物は

この他に土師質土器片がある。

SK224(第 6図 )

調査区の中央部やや北西より,検出高0,76mで確認し
た長軸13m,短軸0.58mの 西側がやや尖った形状を呈す
る楕円形の土坑である。北西側にはテラスがある。深度

は0.45mで ,埋土は暗灰黄色 (2.5Y4/2)砂 質土 (人頭大
の角礫・小円礫を含む)の単層である。所属時期は,出
土遺物から中世以降と考えられる。

出土遺物 (第 6図 )

39～41は土師質土器小皿,42は破片で器面の磨滅が著

しいため詳細は不明であるが,亀の破片の可能性が高
い。43は足釜の脚部,441よ須恵器鉢である。

SK226(第 7図 )

調査区の中央部やや西側,検出高0。7仙で確認した長
車由1.Om,短軸0おmの楕円形を呈する土坑である。深度は

0翌mで,埋土は黄灰色 (2.5Y71)砂の単層である。所属

時期については明言できないが,中世以降と考えられる。

出土遺物 (第 7図 )

45は土師質土器椀である。46は土師質土器小皿である。

47は土師質土器の鍋で,体部外面の粘土接合部と考えら
れる部分に指押さえが帯状に集中している。内面は板状

のナデ調整で平滑に仕上げている。48は土師質土器の足

釜の脚部である。出土遺物はこの他に須恵器片がある。
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1:暗灰黄色(25Y4/2)砂 質土
(やや粘性あり。黄掲色の粘質ブロック、赤褐色砂粒を少重含む。)

50

誌
くド
(lβ

第 7図

51

たこ墓J:恥‐
53

SK226・ SX201平・断面図 (S=1/40),出土遺物 (S=1/3)

SX201(第 7図 )

調査区の北東隅部,検 出高0.73mで確認 した長軸
3.5m,短軸1.6mの大型方形の上坑状を呈する遺構であ

る。SP204に し,ら れ, SK201・ 213・ 230, SX202を 七Dっ

ている。深度は0.29mで ,埋土は暗灰黄色 (2.5Y4/2)砂

質土 (やや粘性があり,黄褐色の粘質ブロック,赤褐色

砂粒を少量含む)の単層である。所属時期は軒丸瓦の存

在から近世以降と推定できる。東壁の土層から数度に

渡って掘 り返されたと考えられる遺構である。

出土遺物 (第 7・ 8図 )

49は弥生土器の細頸壼の口頸部で,外面は剥落が著しい

が,内面には指押えの痕跡が多数認められる。5Clは土師質
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第10図  SP222・ 237平 。断面図,SP222・ 237。 北西隅砂礫層出土遺物 (S=1/3)

土器小皿で,ヘラ切りである。51は土師質土器椀で,横方

向のヘラ磨き調整で内面を仕上げている。52は土師質土器

の日縁部で,明確な器種は特定できないが,日縁部内面は

刷毛目調整後,ナデ調整によって仕上げている。53は龍泉

窯系の青磁碗である。54は軒九瓦,55は平瓦,56～ 59は丸

瓦である。Mの丸瓦部と56の 凹面にはコビキB,57～ 59に

は布目が認められる。55は平瓦であるが,厚手で平瓦に釘

孔が認められ,詳細な用途は不明である。出土遺物は図化
できた遺物の他に,染付,須恵器細片がある。

SX202(第 9図 )

調査区中央やや北側,検出高0.81mで 確認 した長軸

2.35m, 短 軸 1.67mの 遺 構 で,SX201,SK202・ 205・

206。 207・ 208。 230に切られており,本来の形態を留め
ていない。東側にテラスを残す。深度は0.43mで,坦土
は 4層 に分層でき,第 1層 は黄灰色 (2.5Y4/1)砂 質土 ,

第 2層 は浅黄色 (2.5Y7/4)砂 ,第 3層 は黄灰色 (2.5Y5/1)

砂,第 4層は黄灰色 (2.5Y5/1)砂 (円礫を含む)である。

中世前半期の (13～ 14世紀代)遺物が多いが,所属時期
は肥前系磁器から17世紀中葉以降と考えられる。

出土遺物 (第 9図 )

60は弥生土器と考えられる小型の甕である。外面が縦

方向の刷毛目調整,内面は国縁部のみ横方向の刷毛目調

整,体部は縦方向のケズリを施す。61～65は土師質土器
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小皿で,64・ 65はヘラ切 りである。66～ 68・ 71は土師質

土器椀の日縁部もしくは高台部である。71の外面は横方

向のヘラ磨きによって仕上げている。69は須恵器椀の高

台で,佐藤分類 (佐藤2000)の AⅡ と考えられる。70は

瓦質土器の甕体部片で,外面は格子目叩き,内面は板状

工具によるナデ調整である。72は土師質土器甕である。

73は肥前系の染付碗である。74は備前系須恵器の括鉢で

ある。75は丸瓦で,凹面にコビキBが認められる。出土

遺物は図化できたものの他に,瓦質土器細片,須恵器細

片,平瓦がある。

SP211(第 9図 )

調査区の西側中央部,検出高0。73mで確認した長軸
0.5m,短軸0.37mの 隅丸の台形を呈するピットである。

深度は0,34mで ,埋土は黄灰色 (2.5Y4/1)砂質土 (瓦を

多量に含む)である。所属時期は出土瓦から近世以降と

考えられる。

出土遺物 (第 9図 )

76・ 77は三巴文軒九瓦で佐藤分類のⅣ類である。78は

丸瓦で,凹面にはコビキBが認められ,凸面にも釘子しが

認められる。この他に図化できなかったものに平瓦片が

ある。

SP222(第 10図 )

調査区北西部,検出高077mで確認した長軸0.5m,短

軸0.34mの やや不整形のピットでSK217に切られている。

深度は0,27mで ,埋土は黄灰色 (2.5Y4/1)砂質土 (にぶ

い黄色 (2.5Y6/4)シ ル ト土塊。拳大の角礫。円礫を含む)

である。所属時期は特定できない。

出土遺物 (第 10図 )

土師質土器の大型の鍋である。口縁部に内面側から2

つの小さな穴をあける。内外面ともにナデ調整である。

SP237(第 10図 )

調査区南中央部,検出高0,74mで確認した長軸0.38m,

短軸0.3mの やや楕円形を呈するピットである。深度は

0.31mで ,埋土は黄灰色 (5Y4/1)砂 (円礫を含む)である。

所属時期は出土遺物から13世紀中頃以降と考えられる。

出土遺物 (第 10図 )

80～83は土師質土器足釜で,80が佐藤分類のBIで ,

-14-



Ｇ
・
Ｎ

職

‐
下
‐

0          3m

|

第12図 第 1遺構面遺構配置図 (S=1/50)

-15-



内面は刷毛目調整によって仕上げている。81・ 82は AI
で,いずれも胴部最大径で屈曲し,内面はナデ調整で仕

上げている。前者は体部下半を格子目叩きで整形してい

る。

その他の出土遺物 (第 10。 11図 )

遺構に伴うものではないが, 自然堆積層の上面から遺

物が出土した。84は土師質土器小皿,85は 土師質土器

椀,86は土師質土器の奏の日縁部片である。

また,同 じく遺構に伴うものではないが,第 2遺構面

の調査時に出土した遺物が87～102である。87は弥生土

器の甕の口縁部,88は土師質土器小皿,891ま土師質土器

杯,90は土師質土器の高台状を呈するもの,91は土師質

土器椀の回縁部である。92・ 931よ土師質土器足釜で前者

はBⅡ 型式である。内面は横方向の刷毛目調整である。

94は土師質土器鉢,95は瀬戸・美濃系陶器の小鉢,96は

施釉陶器の壷で,外面は盛絵である。97は軟質施釉陶器
の鍋底部,98は備前系陶器橋鉢である。99は肥前系磁器

の染付皿で,内面見込み部に草花文を施す。1001ま 三巴

文軒丸瓦で,佐藤分類のⅣ類である。101は軒平瓦,102

は小片のため,用途は不明であるが,鬼瓦などの特殊な

瓦の一部と考えられる。

第 4節 第 1遺構面の遺構・遺物

遺構面を精査すると,調査区の南東隅にはコンクリー

ト構築物,南側には試掘時の トレンチ,中央部やや東側

には南北に走る暗渠排水,そ の最北部には取水枡があ

り,既に撹乱されている状況であったが,第 12図のよう

に丼戸をはじめとして多くの遺構を確認することができ

た。以下に詳述していく。

SE101(第 13図 )

調査区の南西隅に位置し,SK106。 107・ 114に よって

切られてお り,本来の形状は留めていない。検出高は

1.31mであるが,井側の状況から本来は検出面よりもさ

らに上層から掘り込まれたものと考えられる。井戸の廃

棄後に丼側の中は埋められており,その上層部分には,

井側の破片が包含されていた。そのため,井側の上層部

分は廃棄の際, もしくは後世の造成などに伴って破壊さ

れ,廃棄されたものと考えられる。その際に掘削したと

考えられる北側からの掘 り込みの痕跡が調査区西壁の上

層でも確認でき,SE101の 北側で確認できたSKl14はそ

れに伴うものと考えられる。掘 り方は直径約2mの 円形

を呈していたものと考えられる。

井側は土師質製で,残存しているものは 3層分であっ

た。下の井側の口縁部を覆うように上層の井側を重ねて

おり,上層のものが若干大きくなっている。最下層の口

縁部が見える程度まで湧水が認められた。最下層の井側

は,調査上の制約から最下部まで検出は行っていない。

そのため,確定はできないが,基本的に高さ0,9m,直

径0.6mの ものを 3段重ねで,井戸としていたものと考
えられる。

後世の撹乱以下の井側中の埋土はにぶい黄褐色

(10YR4/3)土 (炭・赤褐色砂粒を多量に含む)の単層であっ

た。掘 り方の堆積状況は,第 13図のように,中央と外側

で分層でき,褐灰色粘質土の 1層および暗灰黄色/黄灰

色粘質上の 2層 と褐灰色粘質± 3層および黄灰色砂質土

の 4層の大きく2つ に分けることができる。垂直方向で

土層が分層できるので,作業時に丼側の周辺を取り囲む

ように枠などを設置した可能性がある。それゆえ,井側

を設置し,井側周辺を埋めもどし,さ らに,外側を埋め

もどすという作業工程で進んだものと推察される。

所属時期は,井側の形状および掘り方下層の出土遺物

から,19世紀後半以降と考えられる。

出土遺物 (第 13～ 16図 )

井側中から出土したものが103～ 107で ,108が井側そ

のものである。

103～ 105は 瀬戸・美濃系磁器である。103が碗で,外

面には草花文を施す。104は皿である。105は青磁鉢であ

る。106は淡路系磁器の黄釉皿である。107は土師質土器

の規炉もしくは火鉢の底部片である。108は土師質土器

の井側で,外面の日縁部付近にナデによって作 り出した

幅広の突帯に斜格子状に刺突文を施す。そのほかはナデ

調整を施す。井側は先述したように,3つ重ねられてい

たが,いずれも同等品である。

109～ 136は SE101の掘 り方の上層から出土したもので

ある。109は備前系陶器の灯明皿で,日縁部に煤が付着

している。1101ま焼塩壼である。破片のため判然としな

いが,体部の中央部には印刻が認められる。1111ま瓦器

椀底部である。112・ 115は肥前系陶器刷毛目碗で,後者
の内面見込み部は釉をかきとっている。113は施釉陶器

の火入れである。H41よ施釉陶器の碗である。116は 軟

質施釉陶器の土瓶である。127は軟質施釉陶器の蓋であ

る。117は弥生土器の鉢の体部片で,内面には横方向の

扁1毛 目調整が施されている。118は土師質土器の橋鉢の

底部で,橋 り目は使用による磨減が考しい。119～ 123・

125。 128～ 131は 肥前系磁器で,119が紅猪口,120が広

東碗,121が碗,122は棉形猪口,128が皿,129は色絵の

皿もしくは鉢,130は 鉢である。131は皿である。131は

蛇ノロ凹型高台で,高台内に焼き継ぎ印である「六」の

字が認められる。また,割れたのを補修した痕跡も認め

られる。124・ 126は瀬戸・美濃系磁器で,124は 責型成

形の型打皿で,陽刻と染付で文様を施す。132～ 136は瓦

片である。132は三巴文軒丸瓦で佐藤分類のⅣ類である。

133・ 134は 丸瓦で,前者は玉縁部が短い。凹面は133が

-16-
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コビキB,134が布目を残す。135。 136は桟瓦である。

137～ 140掘 り方の下層から出土したものである。137

は土師質土器小皿である。138は 陶器の甕の底部で,糸

切 りである。1391よ 肥前系磁器の蓋である。140の用途は

不明であるが,特殊な瓦の破片と考えられる。
141～ 156が SE101の検出時に出土 したものである。

141・ 144は 土師質土器で,141は杯,144は足釜の脚部

である。146。 149。 1501よ 瓦質土器で,146は鍋で,149
と150は規炉 と考えられるものである。1491よ 内外面と

もに非常に粗い刷毛目調整で仕上げている。142は肥前

系陶器の灰釉皿で,143は陶器の刷毛目碗である。151・

152は備前系陶器の鉢で前者が捏鉢,後者が精鉢である。
145。 147。 148は肥前系磁器で,145は紅猪日,1471よ鉢

で内底部は無釉である。1481ま 皿で,高台部には「太明
成化年製」の銘款がある。153～ 155は 三巴文軒丸瓦で,

いずれも佐藤分類のⅣ類である。154の 丸瓦部凹面には

布目が残る。156は丸瓦で,凹面には補足叩きが残る。

小片のため図化できなかった遺物の中には,須恵器細

片,京 。信楽系陶器片,平瓦,鉄釘,骨片などがある。

SK101・ SX101(第 16図 )

調査区の南東隅部で確認した切 りあった土坑である。

SK1011よ SX101を切ってお り,SX101の大部分が試掘 ト

レンチによって壊されている。検出高はSK101が 1.3m,

SX101が 1.lmで ある。土層断面から双方ともに本来の掘

り込み面は標高1.4m前 後であったと考えられる。いず

れも本来の形態を留めていないが,SK101が長軸1.35m,

短軸1.21mで ,SX101が長軸1.25m,短軸0.47mを 測る。

SK101と SX101の境界が曖味で, ともに掘 り下げたた

めに,遺物を区別して取 り上げることができず,出土遺

物はス方のものとして,新 しい遺構であるSX1011こ 帰属
させる形で取 り上げている。このためSK101・ SX101出

土遺物として報告している。

深度はSK101が 0.49m,SX101が 0.63mである。SK101

の埋土は,オ リーブ褐色 (2.5Y3/3)砂 質土の第 1層 ,

オリーブ褐色 (2.5Y3/3)砂 質土 (明褐色プロック・炭

を含む)の第 2層 がSK101の埋土であるのか否かは判
断できなかったが,SK101の 確実な埋土はオリーブ褐色

(2.5Y3/3)砂 質土 (黄色土を少量含む)の第 3層 ,オ リー

ブ褐色 (2.5Y3/3)砂 質土 (瓦を多量に含む)の第 4層

である。SX101の埋土は黄灰色 (2.5Y4/1)粘 質土で瓦

を多量に含んでいた。所属時期は出土遺物から18世紀第

3四半期から19世紀以降である。

出土遺物 (第 16～ 18図 )

157。 159は土師質土器小皿である。160～ 1701よ大型の

土師質土器である。1601よ鍋,1611よ 奏,162・ 1631よ 焙

烙,164～ 1691よ鉢である。内面に指押えもしくは板状工

具によるナデ調整の痕跡が明瞭に認められる場合が多

い。169は 口縁部やや下に突帯を貼 り付け,平坦面を作
り出すために削っている。1701よ火鉢で,3脚になるもの

と考えられる。171・ 172は瓦質土器で,前者が羽釜,後
者が規炉 と考えられる。158・ 1731よ 備前系陶器の灯明

皿である。前者の口縁部周辺には煤が付着する。174・

176・ 178～ 180。 196が京 。信楽系陶器で,174・ 196は碗 ,

176は端反碗,178は平碗,179。 1801よ急須および蓋であ

る。175は 肥前系陶器の碗である。182・ 192は 瀬戸・美

濃系陶器で前者が鉢,内面見込み部には日跡が残る。後

者は水甕である。177は陶器の刷毛目碗である。199は肥

前系陶器の碗で,高台には「木下弥」という刻印が認
められる。181は 施釉陶器皿もしくは鉢,183は施釉陶

器鉢である。184～ 191・ 193～ 195。 197・ 198。 200は 肥

前系磁器で184'185は 小杯,186～ 1891よ紅猪口,190。

191'195。 197は碗 もしくイよIlllで , 内面見込み著るイこ禾由承↓

ぎが認められる。193は 蓋,198は青磁の蓋,2001ま皿で

ある。201・ 202は三巴文軒丸瓦で,佐藤分類のⅣ類であ
る。201の外縁付近に絶割れが認められる。203は菊丸瓦

で佐藤分類の I類である。204は軒平瓦で,陽刻線によ
る四葉の花弁をもつ花文を中心飾りとし,唐草を蕨手状

に展開させるもので,佐藤分類の軒平瓦Ⅶ類の28・ 29に

近い。205は平瓦である。

小片のため図化できなかった遺物の中には,肥前系磁

器片,肥前系陶器片,備前系陶器片,土師質土器片など
が出上している。

SK103(第 16図 )

調査区の南東隅部,検 出高1.33mで 確認 した長軸
1.15m,短軸1.09mの 土坑である。SK102に よって切 ら

れ,調査区外に延び,本来の形態は不明である。深度は
0,19mで ,埋土は責灰色 (2.5Y5/1)砂 質土 (瓦を少量含
む)の単層である。所属時期は,18世紀第 4四半期以降
と考えられる。

出土遺物 (第 18図 )

206～208が土師質土器で,206・ 207は焙烙,208・ 216

は鉢で,後者は渦状に突帯を貼 り付けている。209は軟質

施釉陶器の急須取手で,210は 陶器甕底部である。214は

備前系陶器の悟鉢で,情 日は使用による磨滅が著しい。
215は備前系陶器の瓶の体部である。211・ 212は肥前系

磁器の小杯 もしくは紅猪日と考えられる。213は磁器碗

である。2171よ三巴文軒丸瓦で,丸瓦部に釘穴が認めら
れる。218は蕨手状に唐草を展開させる軒平瓦である。

SK104(第 19図 )

調査区の南東隅部,検 出高1.37mで 確認 した長軸
■48m,短軸0.83mの 溝状を呈する土坑である。東側は

調査区外へと廷びている。深度は0.35mで,埋土は黄灰
色 (2.5Y5/1)シ ル ト質極細砂 (鉄分沈着・炭を含む)
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の単層である。所属時期は,出土遺物から18世紀第 3四

半期以降と考えられる。

出土遺物 (第 19図 )

219は 土師質土器の焙烙である。外面は指押さえ,内

面には粗い刷毛目調整が施されている。220～222は京・

信楽系陶器碗で,220・ 221は九碗で,222は 筒碗である。

223は肥前系の陶胎染付の碗である。224は灰釉陶器の丸

碗である。225は堺・明石系陶器の情鉢で,自神分類 (白

神1992)の I類である。226～ 2301よ肥前系磁器で,226

は小杯もしくは紅猪口で,227・ 229イよ碗,228は 鉢,230

は大皿である。231は 動物を模った瓦の破片である。破

片のため詳細は不明である。この他に貝 (ア カニシ)が

出土した。

SK105(第 20図 )

調査区北東隅部,検出高1.3mで確認した長軸125m,

短軸0.92mの やや楕円形を呈する土坑である。深度は

0.32mで ,埋土は黄灰色 (2.5Y5/1)砂礫混じリシルト質

極細砂 (焼土粒・炭 。円礫を含む)の単層である。所属

時期は出土遺物から18世紀前半以降と考えられる。

出土遺物 (第 20図 )

232は土師質土器小皿で,233は土師質土器焙烙であ

る。234～ 2371よ 陶器で,234は備前系の灯明皿,235は

京・信楽系の九碗,236・ 237は肥前系で,前者は刷毛目

装飾の鉢,後者は火入れである。238～241は肥前系磁器

で,238が小杯,239が碗,240。 241は鉢である。240は

内面を炭剥ぎで文様を施し,241は内面見込み部に蛇ノ

目釉剥ぎを施す。この他に平瓦の細片が出土している。

SK106(第 20図 )

調査区の南西隅郡,検 出高1.36mで 確認 した長軸
上37m,短軸0.92mの 北側がやや尖った形状の楕円形を

呈する土坑である。SK107,SE101を 切っている。深度

は0.3mで ,埋土は黒褐色 (2.5Y3/1)土 (2～ 3cm程度
の砂礫 。炭・円礫を含む)の単層である。出土遺物は18

世紀第 4四半期以降を示しているが,SE101と の切り合

い関係からSK107の 時期はSE101よ り新しい時期と考え

られる。そのため,出土遺物は遺構の所属時期を直接示

すものではない。

出土遺物 (第20図 )

242。 243は 土師質土器の杯 もしくは小皿である。

244・ 248は備前系陶器の灯明皿で,煤が残る。249～ 252

は陶器の碗で,249は京・信楽系の小杉碗,250も その可

能性がある。251は九碗,252は 京・信楽系の端反碗であ

る。253は肥前系の陶胎染付の火入れである。245～247

は瓦質土器で,245が碗,246・ 247は混炉である。247の

底部にはやや不規則に円形の透かしが現状で 5つ施され

ている。2541よ肥前系青磁香炉で,255は瀬戸美濃系磁器

の皿である。256は三巴軒丸瓦で,佐藤分類のⅣ類であ

る。丸瓦部には釘穴が,凹面にはコビキBが認められ

る。257・ 258は軒平瓦で,2571よ クローバー形に中心飾

りを陽刻線で表現するもので,佐藤分類のXXI類 に該
当する。

小片のため図化できなかった遺物の中には,瀬戸・美

濃系陶器片,施釉陶器片,軟質施釉陶器片,土師質土器

片, 貝 (ア カニシ)がある

SK107(第 20図 )

調査区の南西隅部,検出高1.35mで確認した直径12m

の円形状を呈する土坑である。SE101を切 り,SK106に

切られている。深度は035mで ,埋土は暗オリーブ褐色

(2.5Y3/3)砂 質土 (瓦 。円礫を含む)である。出土遺物

は18世紀第 4四半期以降を示しているが,SE101と の切

り合い関係からSK107の 時期はSE101よ り新しい時期と

考えられる。そのため,出土遺物は遺構の所属時期を直

接示すものではない。

出土遺物 (第21図 )

259は瓦質土器の羽釜である。260～263は肥前系磁器

で,260～262が紅猪口,262は笹文が施される。263は碗

である。264は陶器の上絵の費阻である。265は 三巴文軒

丸瓦の佐藤分類のⅣ類である。小片のため図化できなっ

た遺物の中には,肥前系磁器片,京・信楽系陶器片,備

前系陶器片,貝 (アカニシ)がある。

SK108(第 21図 )

調査区の西側中央部,検 出高1.36mで確認 した長軸
22m,短軸1.7mの楕円形を呈する土坑である。SKl16・
SP104・ 105'109'114を 切っている。深度は0.46mで ,

埋土は暗灰責色 (2.5Y4/2)砂 質土 (瓦 を多量に含む)

の単層である。17世紀代に位置づけられる瓦が多数出土

しているが,出土遺物から所属時期は18世紀第 4四半期

以降と考えられる。そのため,瓦類は近隣で葺かれてい

たものが, この段階に廃棄され,埋められたものと考え

られる。

出土遺物 (第21～ 23図 )

266は土師質土器足釜の脚部で,267は土師質土器焙烙

である。268。 269は肥前系の陶器の碗で,2701よ 備前系

の陶器瓶もしくは人形徳利である。271～ 277は肥前系の

磁器で,271が 雨降り文を施す紅猪口である。2721よ広

東碗で,内底見込み部には「寿」の文字が認められる。

273～276は皿で,275の 内底見込み部は釉をかきとって

いる。高台部および罪由をかきとった箇所に日跡が残る。

277は瓶である。278～284は三巴文軒丸瓦で,282は佐藤

分類のⅡ類で,その他はⅣ類である。278。 280・ 281・

283は いずれも瓦当の裏側と端部に強いナデを施す。284

の瓦当の裏側はナデ調整が顕著に残る。285～ 292は軒平
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瓦である。285は蕨手状に展開させる唐草文である。286

～2901よ中心飾 りを三葉文の陽刻線で表現するもので,

佐藤分類のV類に該当する。2861よ 中心飾りから,双方
に長い唐草が展開し,その先端が上向きに小さく丸く収

まり,そのタト側に3つの花苦がある子葉が配される。そ

の唐草の下側に2条平行して子葉が展開する。佐藤分類

のV類の中でも11と 考えられる。287は 中心飾りから蕨

手状に唐草を左右に 2回転させる。288～ 290は 中心飾り

から左右に二つの唐草が上下異なる方向に展開するもの

で,V類の中でも18。 19に近いものと考えられる。289
には範傷が認められる。291は「A」 字形を中心飾 りの

意匠とするもので,佐藤分類のXⅢ 類である。唐草は
「A」 宇形の下からのび, 2転する。292は小片であり,

詳細は不明である。軒平瓦はいずれも,顎部を貼 り付け

によって成形しているものと考えられる。293は丸瓦で,

凸面は縦方向のナデ調整を施し,凹面には布目を残すδ

294・ 295は平瓦で,いずれも凹凸面ともにナデ仕上げ
である。295は 凹凸面の調整を施した後に,端部調整を

行ったものと考えられる。

SKl16(第 21図 )

調査区の西側中央部,検出高1.28mで確認した長軸
■74m,短軸0.69mの 溝状を呈する土坑である。SK108・
114に よって切 られている。深度は0.52mで ,埋土は暗
オリーブ褐色 (2.5Y3/1)砂 質上の単層である。所属時

期は出土遺物から,18世紀第 3四半期以降と考えられ

る。

出土遺物 (第 23図 )

296～298は土師質土器小皿で,297・ 298は糸切 りであ

る。299は土師質土器橋鉢で,内面は刷毛目調整を行っ

た後に,悟 目を施している。300・ 301は肥前系磁器で,

前者が紅猪日,後者が碗で,外面には鉄釉を掛け,内面
には透明釉を掛けている。3021よ 青銅製のキセルの吸口

である。

SK109(第 23図 )

調査区のほぼ中央部,検出高は1.33mで確認した直径
約 lmの円形に近い土坑である。SX105に よって切られ

ている。土坑の堆積は 2層 に分層でき,上層が浅黄色

(2.5Y7/4)シ ル ト質極細砂,下層が黄灰色 (2.5Y4/1)
粘質土 (炭化物を含む)で ある。土師質土器を据え
るために,掘 り方を埋めた土は土坑西側が暗灰黄色

(2.5Y5/2)砂質土 (褐色ブロック・炭化物を少量含む)で ,

東側が暗灰黄色 (2.5Y4/2)砂質土 (円礫・木を少量含む)

である。所属時期は特定できないが,18世紀第 3四半期

以降と考えられる。

出土遺物 (第23図 )

303は土師質土器の甕である。粘土接合位置と考えら

れる箇所に指押さえが帯状に認められる。

SKlll(第 23図 )

調査区の中央部の南側,検出高1.4mで確認 した一
辺約 lmの 隅丸方形状を呈する土坑である。試掘 トレ

ンチによって東側半分は壊されている。埋土は黄灰色

(2.5Y6/1)砂 質土 (明褐色の花尚岩の砂礫,3～ 5cmの

砂礫を含む)の単層である。所属時期は19世紀代と考え

られる。

出土遺物 (第 23・ 24図 )

304・ 305は 土師質土器小皿で,306イよ杯である。305は

佐藤分類のAⅥ形式,306は AX形式で,いずれも糸切
りである。308は 土錘である。長さ5,15cm,幅 3.7cmを

測 り,外面は指押さえで整形している。307・ 309。 314
は京 。信楽系陶器で,307が碗,309は 平碗で,309は見

込み部に呉須と銹絵で染め付ける。314は台底輪高台の

仏飯器で,高台の下には墨書で「岩」と書かれている。

310は肥前系陶器の刷毛目皿である。311は備前系陶器の

(匡)鉢である。3121よ磁器碗で,313～ 3171よ肥前系磁器
である。3131よ白磁の半球碗,315～ 317は碗である。図

化できたものの他に瀬戸・美濃系陶器がある。

SKl12(第 23図 )

調査区の中央部やや南側,検出高1.35mで確認した長
軸1.26血,短軸0.8血の隅丸方形状を呈する土坑である。
SX105に よって切られている。深度は0.22mで,埋土は

暗灰黄色 (2.5Y8/2)砂 質土 (粘性あり。3cm程度の礫

を含む)の単層である。所属時期は,限定できないが ,
近世以降であることは間違いない。

出土遺物 (第24図 )

315は土師質土器小皿である。316'317は 肥前系の磁

器碗で,316は半球碗で,外面に松の文様が施される。
318・ 319は 三巴文軒丸瓦で佐藤分類のⅣ類に該当する。

図化できたもののほかに京 ,信楽系陶器細片,軒平瓦が

ある。

SKl14(第 24図 )

調査区の西側中央付近,検出高は1.28mで確認 した

長軸1.2m,短軸1.Omの土坑である。遺構検出面の段階

ではSE101に切 られているように見えたが,SE101の 箇

所で述べたように,本来はSE101を 切っていたと考え
られる。そのため,掘 り込みも西壁の状況から本来は
■4m前後と考えられる。深度は0.29mで,埋土は灰色
(5Y4/1)砂混 じリシル ト (小円礫・瓦を含む)の単層
である。出土遺物の時期は18世紀前半以降の可能性が高

いが,先にも述べたように,SE101周辺の造成に伴う撹
乱土坑である可能性が高く,所属時期は井戸よりも新し
いものと考えられる。
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出土遺物 (第24図 )

320は土師質土器小皿,321は杯である。322・ 323は肥

前系磁器で,前者が碗,後者が鉢である。322の底部外

面には「大明年製」の文字が F「刻されている。3241よ 三

巴文軒丸瓦で,佐藤分類のⅣ類である。小片のため図化

できなかった遺物の中には,丸瓦の細片,用途不明の金

属製品がある。

SP108。 SKl17(第 24図 )

調査区の中央部東側で確認したピットと土坑である。

検出高は1.32mで ある。SP108は 直径約0.55mの 円形の

ピットで,SKl171よ 長軸1.27m,短軸092mの楕円形の

土坑である。SP108と SKl17は 別の遺構呑号を付与して

いるが,本来は一連の遺構で, トイレ遺構 と考えられ

る。SP108に土師質土器の鉢が便槽として備え付けられ

ていたが,その土師質土器は半載されて,それを二重に

巡らしていた。そして,排泄物を溜めておく, もしく
は別の場所に廃棄するためにかきだす場所がSKl17と 考

えられる。SP108と SKl17は 丸瓦で接続されていた。堆

積状況は,便槽の南側の上層が嗜オリーブ色 (5Y4/3)

砂質土 (3cm程度の礫を含む)で,下層が暗オリーブ

色 (5Y4/3)砂質土で,そ の他の部分は灰オリーブ色

(5Y4/2)粘質土であった。SP108の周辺では,土師質土

器の小皿がまとまって出土しており,廃棄に伴う祭祀の

可能性が考えられる。所属時期は特定できないが,出土

遺物から18世紀後半から19世紀初頭以降と考えられる。

出土遺物 (第24・ 25図 )

SKl17出土遺物が325～330,SP108出土遺物が331～339

である。325は弥生土器の重の口縁部である。326は土師

質土器の羽釜で,内面は刷毛目調整で仕上げられている。

327は三巴文軒丸瓦で,凹面には補足叩き締めの痕跡が認

められる。3281ま断面が不規則な六角形で,紫灰色を呈す

る石製品である。小片であり,用途等は不明である。329
～332は丸瓦で,凸面は縦方向のナデ調整によって仕上げ

ている。凹面はいずれの粗い布目を残すが,329は コビキ

Bが,332は補足 H「 き締めの痕跡が認められる。

333～ 3371よ土師質土器の小皿,338は杯である。小皿

は,いずれも佐藤分類のAⅥ形式である。底部が残るも

のはすべて糸切 りである。いずれもにぶい橙色を呈し,

胎土も酷似している。339は 土師質土器鉢である。外面

は剥落が著しく,内面に板状工具による横方向のナデ調

整が認められる。

図化できなかった遺物の中には,SKl17か ら備前系陶

器片,平瓦,SP108か ら肥前系陶器片,丸瓦片がある。

SKl18(第 26図 )

調査区の南東隅部,検出高1.33mで確認した土坑であ

る。SK103に 切られている。陶器の鉢の底部が据えられ

ており,便槽であったと考えられる。深度は0.13mで ,

埋土はオリーブ褐色 (2.5Y4/3)砂 質土 (褐色砂粒・瓦

を含む)の単層である。所属時期は,出土遺物から18世

紀後半以降と考えられる。

出土遺物 (第26図 )

340は土師質土器の小皿で糸切 りである。341は京 。信

楽系陶器の碗である。342～344は肥前系磁器で,3421よ

碗,343は小杯,344は上絵の香炉もしくは火入れであ

る。345は土師質土器の鉢である。346は陶器の奏底部

で,底部の内外面には重ね焼きを示す砂目が残り,墨書

で「モ止」の字が認められる。焼成時に割れた痕跡が認

められ,失敗品を転用 したものと考えられる。347-1
～ 3は同一個体と考えられるもので,土師質土器の竃の

一部と考えられる。緑色の施釉が認められる。3481よ青

銅製の鍵状製品である。軸部は断面方形で,円形の穴が

空けられている部分は楕円形の板状を呈する。

SX104(第27図 )

調査区の東壁,検出高1.33mで確認した長軸2.6m,短

軸0.65mの溝状を呈する遺構である。東側はさらに調査

区外に延びる。深度は0.24mで ,埋土は黄灰色 (2.5Y5/1)

砂礫混じリシルト質極細砂の単層である。所属時期は出

土遺物から特定できない。

出土遺物 (第 27図 )

349は備前系陶器の瓶の底部と考えられる。図化でき

たものの他に土師質土器細片がある。

SX106(第 27図 )

調査区のほぼ中央部,検 出高は133mで確認 した長

軸2.3m,短 軸1.24mの 三 日月状を呈する遺構である。

SP103・ 112に切られ,SPl19を切っている。深度は0.23m

で,埋土はオリーブ褐色 (2.5Y4/3)砂 質土である。所

属時期は出土遺物から18世紀後半と考えられる。

出土遺物 (第 27図 )

350は肥前系の陶胎染付の碗である。貫入が認められる。

SP101(第 27図 )

調査区北西部,検出高は1.29mで確認した長軸0.74m,

0.6mのやや不整形のピットである。深度は0.15mで ,埋

土は上層からにぶい責色 (2.5Y6/3)シ ル ト質極細砂 ,

暗オリーブ褐色 (25Y3/3)砂質土が互層になっており,

その下に,オ リーブ褐色 (2.5Y4/3)砂 質土,オ リーブ

黄色 (5Y6/4)極細砂 (墨を含む)の順に薄く堆積して

いる。所属時期は不明である。

SPHl(第 27図 )
調査区北西都,検出高は1.29mで確認した長軸0.8m,

短軸0.68mの やや不整形 な楕 円形の ピッ トである。
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にぷい責色(2Ⅳ 6/3)シル解藉細砂
皓オリーブ褐色125Y3/3)砂 貫土
オリーブ掲色(25Y4/3)砂 質土

1:責褐色(26Y5/3)砂 質土
2:オリーブ褐色(26Y3/3)砂 質土

L=15m

SP101を切っている。深度は0.19mで ,坦土は 2層 に分

層でき,上層が黄褐色 (2.5Y5/3)砂 質土,下層がオリー

ブ褐色 (25Y3/3)砂 質土である。

SPl19(第27図 )

調査区中央部,検出高は1.33mで確認した長軸0.6m,

短軸0.5mの楕円形を呈するピットである。SX106イこ切ら

れている。埋土は暗灰黄色 (2.5Y4/2)砂 質土 (2～ 3

cm程度の石を含む)の単層である。所属時期は出土遺

物からは特定できない。

出土遺物 (第 27図 )

351は磁器碗の日縁部片である。

第5節 第 1遺構面下層の遺構・遺物
整地層について (第28・ 29図 )

第 1遺構面として認識した整地層は,第28図のように

土質や色調および分布から詳細にみると,大きく4つに

分類することができた。これをそれぞれ整地 1～ 4と 呼

称することとした。ただし,整地 3と 4は基本的に土質

1:暗灰黄色 (25Y4/2)砂 質土 (2～ 3cm程度の石を含む)

コ 戸
0               1 0cm

および色調が同じで,分布域が分かれるだけであり,本
来は同時期に造成されたものの可能性はある。今回の調

査では別物として判断して,遺物の取 り上げを行ってい

る。色調および土質は,整地 1がオリーブ黄色 (5Y6/4)
極細砂 (墨を含む),整地 2が浅黄色 (2.5Y7/3)シ ルト

質土,整地 3と 4が黄褐色 (2.5Y5/4)土 (瓦 。赤褐色

砂粒,炭を含む)である。調査時は整地 2と 3の切 り合
い関係を確認したところ,整地 3の後に,整地 2が造成
されたことが明らかとなった。いずれにしても, この第

1遺構面として認識した整地層を撤去し,その下層の遺

構の有無の確認を行った。その結果,第29図のように,
整地 3と 4の 下層から遺構を確認することができたの

で,調査を行った。確認できた遺構については,先述し
たようにSKb101の ように表記している。整地の施工時

期は,いずれも出土遺物から,18世紀前半～中頃の時期

に収まるものと考えられる。

出土遺物

整地 1(第 30図 )
352・ 353が出土遺物である。352は土師質土器小皿で,

第27図 SX104。 106・ SP1 01・ 111・ 119平・断面図 (S=1/40),出 土遺物 (S=1/3)

SP101・ 111

1:オ リーブ褐色 (25Y4/3)砂 質土

:黄灰色 (25Y5/1)
砂礫混じリシル ト質極細砂
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第28図 第 1遺構面整地土分布状況 (S=1/50)
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353は杯である。この他に,須恵器細片,瓦の細片が出

土している。

整地 2(第 30図 )
354～ 360が出土遺物である。354が土師質土器小皿で,

355が瓦器椀で,356が土師質土器の足釜脚部である。

357は瓦質土器の底部である。3581ま 肥前系陶器の刷毛目

碗である①360は施釉陶器の上絵の貿盗である。359は肥

前系磁器の紅猪口である。この他に小片のため図化でき

なかったものの中には京・信楽系陶器片,瓦片がある。

整地 3(第 30図 )
361～367が 出土遺物である。3611よ土師質土器杯で,

日縁部付近には煤が付着しており,灯明皿として使用さ

れていたことが分かる。362は 土師質土器の焙烙である。

363・ 364は陶器で,363が重,364は肥前系陶器の大型鉢

で,外面は削りによって成形している。365～ 367は磁器
で,365が中国産の碗,366・ 367が肥前系で,各々,紅

猪日,碗である。この他に施釉陶器片,貝 (ア カニシ)
が出土している。

整地4(第 30図 )
368～ 378が 出土遺物である。368～ 3701よ土師質土器

で368が椀,3691よ土師質土器の塩焼重の蓋で内面に布

目が認められる。3701よ 焙烙である。3741よ土錘である。

371～ 372が肥前系陶器で,371が鉢,372が碗である。高

台は削 り出しで,内面見込み部には目跡が認められる。

373は 中国産白磁碗で,Ⅳ類である。375～378は肥前系

磁器で,375は雨降り文を施す紅猪口,376～ 3781ま碗で

ある。3781よ高台に「大明年製」と記されている。この

他に瓦の細片が出土している。

整地層除去に伴って出土したその他の遺物 (第 30'31図 )

379～ 4011ま整地層を除去する際に,SE101周 辺につ

いて一定程度掘 り下げた際に出土した遺物である。379

は土師質土器小皿で,380～ 3811よ土師質土器杯である。

380は 内外面の全面が煤けている。382は土師質土器の羽

釜で,耳の部分が残る。383～385は焙烙である。いずれ

も外面は指押さえが顕著に認められ,内面は丁寧にナデ

調整で仕上げている。386～388は京・信楽系で,3861ま

平碗,387・ 388は九碗である。389は青磁碗である。390

は界 。明石系陶器の指鉢である。391・ 392は肥前系陶器

で,前者が刷毛目文を施す大型の鉢,後者は小型の鉢
で,表面には化粧上が認められる。393～ 401は肥前系磁

器である。393・ 394は紅猪日,395'396が 丸碗,397・

398は小杯,399イよ火入れ,4001ま贅延,401は皿である。

398・ 401の高台には「大明年製」の銘款がある。

SKb101(第 31図 )

調査区の中央部やや東側,検出高は1.2mで確認した

長軸1.41m,短軸1.06mの楕円形を呈する土坑である。

上層の遺構によって南側の一部が削平されている。深

度は0.46mで ,埋土は3層に分層でき,第 1層が責灰色

(2.5Y4/1)粘 質土 (瓦を少量に含む),第 2層が暗灰黄

色 (2.5Y5/2)粘 質土 (瓦を多量に合む),第 3層が灰黄

褐色 (2.5Y7/4)浅 黄色・シル ト質粘質土,第 4層がに

ぶい黄褐色 (25Y6/3)砂 質土 (瓦少ない)である。第 1・

2層は多量の瓦を含んでおり,不要になった瓦の廃棄土

坑と考えられる。所属時期は出土遺物から18世紀半ば以

降と考えられる。

出土遺物 (第31～36図 )

402～ 407は土師質土器の杯で,佐藤分類のXⅡ 形式に

該当するものと考えられる。408は土師質土器の足釜の

体部片で,外面は格子目叩き,内面はナデ調整で仕上

げている。409は土師質土器の足釜で佐藤分類のBⅢ で

ある。410・ 4111よ肥前系陶器の刷毛目文様を施す鉢で

ある。412・ 413は備前系の悟鉢で,414は 壼の体部であ

る。415は磁器碗である。416～421は 三巴文軒九瓦で佐

藤分類のⅣ類である。418の凸面には刷毛目状の調整痕

跡が認められる。418～420は釘穴をもつ。422～424が軒

平瓦である。422は宝珠文を中心飾りにもつもので,陽

刻線で輪郭を表し,その内部にレリーフ状の宝珠本体を

あしらう。唐草は中心飾りの側面から2転する。佐藤分

類のXX類の104に該当する。423は陽刻線による四葉の

花弁をもつ花文を中心飾りとし,唐草を蕨手状に展開さ

せるもので,佐藤分類のⅧ類の29である。424は破片で

あるが,唐草の状況から佐藤分類のXⅣ類の49に該当す

る。425～435が丸瓦である。427は行基式で,その他は

玉縁式である。425の 凸面は粗い刷毛調整後,ナデ調整

を施している。多くの凸面は縦方向のナデもしくは磨き

調整を施している。凹面にコビキBが認められるものが

425。 426・ 427・ 429。 430・ 433で,粗い布口が残るもの

が426・ 428・ 432・ 434・ 435で ある。いずれの凹面も広

端部および側端部にヘラ削りを施す。4321こ は釘穴が認

められる。436～438が平瓦である。凹凸面ともにナデ調

整によって仕上げている。

図化できなかったものの中には肥前系磁器片がある。

SKb102(第 36図 )

調査区の中央部の南側,検出高は1.4mで確認 した長

軸1.38m,短軸0。97mの楕円形を呈すると考えられる土

坑である。SKb103,試掘 トレンチによって大部分が削

平されている。深度は0.6mで ,埋土は大きく4層 に分

層でき,第 1層が暗灰黄色 (2.5Y5/2)粘 質土 (炭・砂

礫を含む),第 2層が暗灰黄色 (2.5Y4/2)粘 質土 (炭・

赤褐色砂粒を含む),第 3層 が灰黄褐色 (10YR4/2)砂

質土 (遺物・赤褐色砂粒を多量に含む),第 4層が灰責

褐色 (10YR4/2)砂質土である。所属時期は18世紀中頃

以降である。
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lI暗灰黄色(25Y5/2)粘質土候 .砂礫を含む)
2!暗灰黄色(25Y4ρ )粘質土(炭 赤掲色砂社を含む)
31灰黄掲色(10YR4/2)砂質土(遺物 赤掲色砂粒を多昌に含む)
4ai反貨掲色(10YR4/2)砂質■(赤掲色砂粒を少量含む)
4bl灰演掲色(10YR4/12)砂 質土(赤掲色砂粒を樫がに含む)

SKbll

B

B111車灰0(25Y5/1)砂憔混じリツルト質極細砂
(円礫,瓦を含む)
21黄灰t(25Y5/1)ツルト質糎細砂

(浅黄色上を含む)
3:黄灰色(25Y5/け砂礫混じリシルト質極細砂

(炭 壁とを含む)
41贋黄色(25Y6/2)ツ ルト質綱砂
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(炭
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21黄灰芭(25Y5/1)砂礫混じリシルト質種細砂

(貰 明黄掲色土塊を含む)
31黄灰色(25Y5/1)砂礫混じリシルト質極細砂
(瓦 礫を多量に含む。炭 明黄褐色土塊を含む)
41灰貰色(25Y5/1)砂礫混じリシルト質極綱砂
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出土遺物 (第36・ 37図 )

439は土師質土器の小皿,4401ま杯である。441は須恵

器椀で,底部には板状圧痕が認められる。4421よ肥前系

磁器の紅猪口である。4431よ備前系陶器の悟鉢である。

444は土師質土器の焙烙である。445。 446は丸瓦である。

445の凹面には布日,446の凹面にはコビキBが認められ

る。凸面は縦方向の磨きおよびナデ調整で仕上げてい

る。

このほかに,遺構 とは判断できなかったが,SKb102
と104と の間の整地層からまとまって遺物がまとまって

出土したため,こ こで合わせて報告しておく。

447～449が土師質土器杯で,449の 回縁部には煤が付

着しており,灯明皿として使用されていたと考えられ

る。450は土師質土器足釜の脚部である。451～453は 陶

器碗で,451は 京・信楽系で,上絵で花文を施す。453は

肥前系の刷毛目碗である。454～457は肥前系磁器であ

る。454・ 455は紅猪口,456・ 4571よ碗である。458は型

押しの人形である。4591ま三巴文軒九瓦で,佐藤分類の

Ⅳ類である。460・ 461は 丸瓦で,いずれも凹面にコビキ

Bが認められる。460は釘穴が 2箇所に認められる。462

は石製の電もしくは規炉と考えられるもので,煤の付着

が認められる。図化できたものの他に瓦質土器の細片 ,

平瓦が出土している。

SKb104(第 36図 )

調査区の中央都,検出高は1.24mで確認 した一辺約

1lmの 隅丸方形状の土坑で,SKb103に 切られ,上層の

遺構によって削平されている。深度は0.47mで ,埋土は

5層 に分層でき,第 1層が黄灰色 (2.5Y5/1)砂礫混 じ

リシルト質極細砂 (炭・焼土粒を若干含む),第 2層が

黄灰色 (2.5Y5/1)砂 礫混じリシルト質極細砂 (戊・明

黄褐色土塊を含む),第 3層が責灰色 (2.5Y5/1)砂礫混

じリシルト質極細砂 (瓦・礫を多量に含む。炭
。明黄褐

色土塊を含む),第 4層が灰黄色 (25Y5/1)砂礫混じり

シル ト質極細砂 (粘性あり)である。所属時期は出土遺

物から18世紀前半と考えられる。

出土遺物 (第38'39図 )

463～485は土師質土器で,463～ 477は小皿でほとんど

が佐藤分類のAⅥ形式である。479～ 483は杯,484・ 485

は焙烙である。小皿・杯の底部の残っているものは,い

ずれも糸切 りである。478・ 486～ 487は 陶器で,4861よ

肥前系の刷毛目碗,478。 487は備前系で前者が灯明皿 ,

後者が鉢底部と考えられる。488～506は肥前系磁器で

ある。488～493が紅猪日,494～ 502が小杯もしくは碗 ,

503は仏飯器,504・ 506が皿,505は 鉢である。502の高

台には「福」,505の高台には「大明成□□製」の銘款が

ある。507は京 。信楽系陶器の小型の蓋状を呈するもの

である。508は折れ曲がっているが,鉄釘である。5091ま

三巴文軒九瓦で佐藤分類Ⅳ類である。5101よ丸瓦である。

509・ 510と もに丸瓦部に釘穴が 2つある。5111ま 平瓦で,

凹面には横方向のナデ調整が顕者に認められる。この他

に備前系陶器瓶 。奏,鉄釘がある。

SKb103(第 36図 )

調査区の中央部やや南東寄り,検出高は1.27mで確認

した長軸1.4m,短軸1.25mの 土坑である。上層の遺構お

よび試掘 トレンチによって南北双方が削平されている。

遺構の上面はSX1051こ よって削平されてお り,堆積の

本来の状況が不明確であるが,現状の深度は0.47mで あ

る。残存部分から埋土は 5層に分層でき,第 1層が責灰

色 (2.5Y5/1)砂 礫混じリシル ト質極細砂 (円礫・瓦を

含む),第 2層が黄灰色 (2.5Y5/1)シ ルト質極細砂 (浅

黄色土を含む),第 3層が責灰色 (2.5Y5/1)砂 礫混 じ

リシル ト質極細砂 (炭・壁土を含む),第 4層 が灰黄色

(2.5Y6/2)シ ル ト質細砂 (炭を含む。鉄分沈着),第 5

層が黄灰色 (25Y5/1)シ ルト質極細砂 (炭・円礫を含む・

鉄分沈着)である。

小片のため図化できなかったが,土師質土器鍋,平丸

瓦が出土した。

SKblll(第 36図 )

調査区の中央部南側,検出高は1.24mで確認した長軸

1.12m,短軸0,75mの やや不整形な楕円形を呈する土坑

である。SKb102に よって切 られている。深度は0.17m

で,埋土はオリーブ黒色 (5Y3/1)砂質土 (赤掲色砂粒

を含む)の単層である。所属時期は出土遺物からは特定

できないが,他の遺構より少なくとも18世紀前半以降と

考えられる。

出土遺物 (第 39図 )

512は土師質土器足釜で佐藤分類のBⅣ である。513は

京焼の陶器碗で,高台部には「清水」という刻印が認め

られる。この他に瓦の細片が出土した。

SKbl13(第 36図 )

調査区の中央部やや南側,検出高は1.18mで確認した

隅九方形を呈する土坑である。SKb104に よって切られ

ている。深度は0.29mで ,埋土は黄灰色 (2.5Y4/1)砂 質

土 (炭。赤褐色砂粒を含む)の単層である。所属時期は,

出土遺物から18世紀前半と考えられる。

出土遺物 (第 39・ 40図 )

514・ 515。 5201よ 三LH雨与彗三L号争ЧO, 514・ 520が売き″卜, 515

が足釜で,佐藤分類のBⅢ である。516イま瓦器碗である。

517は肥前系陶器の刷毛目碗である。518・ 519・ 521～

525が肥前系磁器である。518・ 519は紅猪日,521～ 523

は丸碗,524は 台底輪高台の仏飯器,525は蛇ノロ凹型高

台の蕎麦猪日である。522・ 523の 高台にはいずれも「大

-46-



|

|

４４６

一

｀`
、ヽ、、、、__‐ ____――――――――――――――-1-―――_____=:=‐三二ΞΞIIII:::;;;'ア

ツ

＼ 司
_マ

蜃層尾邑墨Z尋5744
＼縄エノ:55マ

Z49°

ぞ4 三`§§3こ§子
~~~~~;弘

z

朽57
457

~`‐′
                  458
459

0          1 0cm

0               1 0Cm

第37図  SKb1 02出土遺物② (S=1/3,1/4)

||||~

|

|||

ｏい
ば

屯

-47-



472

R    I  Eジ 464 __473

甲 ξノ 465鮎

466

て
~
ウ

467~l ~474

マ
~ l-7鶴

‰469

476

ダ   3

78

―
l=ェ======デ
多多/480

T≡事茸こfミう

1

10cm
m。
508

第38図 SKb104出 土遺物 (S=1/2,1/3)

-48-



｀

i[三
三 :!≧ 三 三 Jこ ::こ :i:Fι

３

　

　

　

　

一

蜀
一

〆 く |千
華 幸

弄 卦 ― ―縄

凋
日
‐―
日
日
日
日
日
――
日
日
日
川
Ｈ
日
〕
５２７
　
０

F  創

４

は
丞
５

10cm

0          10cm
|

111・ 113出土遺物 (S=1/3,1/4)

-49-

O Э
賂 ① 滑 摩



明年製」の崩れた銘款が認められる。526は 三巴文軒丸

瓦で,佐藤分類のⅣ類である。527は平瓦で凹面は横方

向,凸面は縦方向のナデ調整が顕著に認められる。528

は九瓦である。529は鉄釘である。5301よ 青鋼製の用途不

明品である。袋状になった先端部には小さな穴があいて

いる。この他に貝が出土している。

SKb106(第 40図 )

調査区の北東部,検 出高は13mで 確認 した長軸
122m,短 軸0,91mの 隅丸方形 を呈する土坑である。

SXb101,SKb105に 切 られている。深度は0.51mで ,坦

土は黒褐色 (7.5YR3/1)砂 質土 (赤褐色砂粒を少量含む)

の単層である。所属時期は出土遺物から17世紀初頭以降

と考えられる。

出土遺物 (第40図 )

531・ 532は土師質土器で,531が足釜の脚部,532が椀

である。533は備前系陶器の大秦の回縁部である。534は

丸瓦で凹面にはコビキBが認められる。5351よ 台石と考

えられる石製品である。この他に瓦器細片,平瓦,鉄製

品がある。

SKb108(第 40図 )

調査区の中央部東側,検出高は1.25mで確認した長軸

0.58m,短軸0.44mの 精円形を呈する土坑である。埋土

は暗灰黄褐色 (25Y4/2)砂 質土 (やや粘性あり)である。

所属時期は出土遺物からは特定できない。

出土遺物 (第40図 )

536は 軒平瓦の平瓦部である。瓦当顎部を接合するた

めのカキロが凸面側に認められる。

SKb109(第 41図 )

調査区の南東部,検 出高は1.28mで 確認 した長軸
0.6m,短軸0,42mの 楕円形の土坑である。上層の遺構に

よって一部を削平されている。深度は0.22mで ,埋土は

黒褐色 (2.5Y3/1)砂 質土である。所属時期は出土遺物

から17世紀前半以降と考えられる。

出土遺物 (第41図 )

537・ 538は土師質土器の小皿もしくは杯である。539

は中国産と考えられる磁器の皿である。540は肥前系陶

器の京焼風の碗の体部と考えられる。この他に瓦の細片

がある。

SKbm2(第 41図 )
調査区の南東部,検 出高は1.27mで 確認 した長軸
0.9m,短軸0.6mの 土坑である。試掘 トレンチによって

西側を削平されている。深度は0.27mで ,埋土はオリー

ブ褐色 (2.5Y4.2)砂 質土の単層である。所属時期は出

土遺物からは特定できない。

出土遺物

541は京・信楽系の陶器碗で,542は施釉陶器の鉢であ

る。この他に土師質土器の細片が出土している。

SXb101(第 41図 )

調査区の北東部,検出高は1.29mで 確認 した長軸
3.54m,短軸195mの 隅丸方形状の遺構である。SKb106

を切っており,後世の排水溝によって削平されている。

深度は0.42mで ,埋土は 3層 に分層でき,第 1層が黒褐

色 (2.5Y3/1)砂 質土,第 2層 が黒褐色 (2.5Y3/1)砂

質土 (炭・赤褐色砂粒を僅かに含む),第 3層が黄灰色

(2.5Y4/1)砂 質土 (5～ 10cm程度の礫を含む)である。

所属時期は出土遺物から17世紀中頃以降と考えられる。

出土遺物 (第41図 )

543は弥生土器の奏と考えられる。544～ 546は土師質

土器で,544が奏の回縁部,545が椀,546が足釜脚部で

ある。5471よ須恵器壼の回縁部と考えられる。548。 549

は肥前系陶器で溝縁皿である。550～ 552が肥前系磁器の

碗で,553は中国産の磁器碗である。554は平瓦である。

凹面は横方向,凸面は縦方向のナデ調整を施す。555は

鉄釘である。この他に骨片が出土している。

その他の遺物 (第42・ 43図 )

第 1遺構面の調査に伴って出土したものが556～564で

ある。556は土師質土器の羽釜で,外面はナデ調整もし

くは指押えで整形 。仕上げを行い,内面は細かい刷毛目

調整で仕上げを行っている。剥離の状況から粘土紐の積

み上げ成形であることが明らかとなった。557は瓦器椀

で,外面は指おさえ,ナデ調整で整形および仕上げを行
い,内面は磨き調整を行っている。558'559,561～ 563

は肥前系磁器で,558が蓋,559が皿,561・ 562が紅猪口,

563が碗である。560は京 。信楽系陶器の貿4で,外面に

は菊花文を施す。5641よ 三巴文軒丸瓦で佐藤分類のⅣ類

である。玉縁部付近に釘穴があけられている。

565～574は第 1遺構面下層に伴って出土したものであ

る。565は 土師質土器小皿,567が土師質土器杯である。

566は磁器で端反碗の口縁部と考えられる。568は三巴文

軒丸瓦で佐藤分類のⅣ類である。570・ 571は 中心飾りを

四葉の花弁をもつ花文を陽刻線で表現するもので,唐草

は中心飾 りの下から3点する。佐藤分類のⅦ類-291こ 該

当する。569・ 573・ 574は 丸瓦で,凸面は縦方向のナデ

調整で仕上げられており,内面には布目もしくはコビキ

Bの痕跡が残る。574は ,斜方向に瓦当状のものがつ く

ものである。5721よ用途不明の瓦である。
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第43図 第1遺構面調査時出土遺物② (S=1/4)

第 3章 ま と め
昨年度報告した調査成果 (小ナII編 2008)と も合わせて,

遺構配置図を作成したものが第44図である。ただし,昨

年度報告した遺構図に付与していた座標に誤りがあった

ため, この第44図で訂正している。

第 1節  中世以前 と近世初期 =第 2遺構面

今回の調査でも,第 2遺構面において,中世以前と考

えられる遺構が複数確認できたものの,昨年度の調査同

様,出土遺物が少なく,遺構の時期を特定することがで

きないものがほとんどであった。また,遺物が出土した

ものでも,遺構の時期を特定できたものは少なく,明確

な時期比定のもと,調査地の土地利用状況について検討

するには,やや資料が乏しい状況である。そのため,全

体的な遺跡の様相としては昨年度で述べた見解と変化が

なく,弥生時代後期以降,砂堆状に集落などの居住空間

が展開していたことは明らかである。その一方で,第 2

遺構面では近世の遺構面もしくは近世初頭に掘り込まれ

た遺構がいくつか認められ,特にSK216の ように17世紀

初頭に位置づけられている瓦が多数出上し,近世初期に

近隣に瓦葺きの建物の存在を示唆する廃棄土坑なども確

認できた。第 1遺構面調査時にも同様な時期に比定でき

る瓦が多数出土している。屋敷の状況などを今回の調査

成果では読み取ることはできないが, これらの瓦の資料

は小川氏によって既に整理されているように (小川編

2008),生駒期から松平期初期の武家屋敷の存在を示す

資料と言える。

第 2節 近世初期以 降

第 1遺構面の下層遺構は17世紀代～18世紀中頃にかけ

てのものが主体を占め,第 1遺構面の基盤層となった整

地上は18世紀前半段階に造成されたことが推測される。

これが享保 3年 (1718)の 高松大火に関連する可能性が

あるが,特定する根拠に欠ける。また,高松大火後に,

調査地北側の道を南へ 5間拡張したことが『小神野夜

話』の記述から知られているが,本調査区ではそれを示

す痕跡を見出すことはできなかった。ただし,19世紀前

半段階と考えられる第 1遺構面上層には,調査区の北側

約1/4の範囲に渡ってオリーブ黄色極細砂 と灰色シル ト

によって整地された範囲が確認された。この整地は建物

に伴う可能性もあるが,北接する中堀に沿つた道がこの

段階に拡張された可能性を想定させるものでもある。

第 1遺構面では,18世紀後半から19世紀に比定できる

井戸 (SE101), トイレ遺構 (SP108・ SKl17,SKl18)

などの生活に関連する遺構が認められた。これらの遺構

を時期別に塗り分けたのが第44図である。これを見ると

18世紀後半から19世紀初頭にかけての遺構が集中し,昨

年度の調査区,今年度の調査区の南側に19世紀中頃～後

半の遣構が集中することが明らかとなった。当該地は,

高松城下を描いた絵図などによれば,18世紀代には「御

用屋敷」もしくは「前ヤシキ」という記載が見られ,19

世紀代には「江戸長屋」という記載が見られ,呼称が変

化していることがわかる。このことは当該地の建物の性

格の変化や建物の建替えなどが背景にある可能性が考え

られる。この点を先の遺構の変遷と関連付けて考えるな

らば, このような建物の呼称/性格の変化と遺構の変遷

が概ね姑応していることが分かる。

以上のような点が調査成果として挙げることができる

ものの,明治15年に太鼓櫓から外曲輪に向かって撮影さ

れたと考えられる写真 (ケ ンブリッジ大学所蔵)と確認

した遺構との関係は特定できなかった。
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市教育委員会                          設に伴う発掘調査―』岡山市教育委員会

・小川賢編 2008『高松城跡 (江戸長屋跡 I)』 高松市教育委員会   ・松本和彦編 2003a『 高松城跡 (西の九地区)Ⅲ』香川県教育委
。小野正敏 1982「 15,16世紀の染付碗,皿の分類とその年代」『貿   員会
易陶磁研究No 2』 日本貿易陶磁研究会              。松本和彦編 2003b『高松城跡 (九の内地区)』 香川県教育委員会

。大橋康二 2000『九州陶磁の編年 九州近世陶磁学会10周年記念』  ・松本和彦 2007a「 中世野原の景観～前提としての地形復元～」
九州近世陶磁学会                       『「シンポジウム 港町の原像」準備会会報J四回村落遺跡研究
・佐藤竜馬 1993「香川県十瓶山窯跡群における須恵器編年」F関    会事務局
西大学考古学研究室開設四十周年記念考古学論叢』関西大学考   ・松本和彦 2007b「野原の景観と地域構造―発掘調査成果を中心
古学研究室                           とこ一」『港町の原像―中世港町・野原と讃岐の港町―』四国村落

・佐藤竜馬 2000「「西村型土器椀」の系譜」『香川県埋蔵文化財セ   遺跡研究会
ンター紀要』Ⅷ 香川県埋蔵文化財センター           ・森村健-2002「福建省津州窯系陶磁器について」『大坂城跡発

・佐藤竜馬編 1995『国分寺楠井遺跡』香川県教育委員会       掘調査報告 I』 (財)大阪府文化財センター
・佐藤竜馬編 2000『空港跡地遺跡Ⅳ』香川県教育委員会       ・山本信夫 2000『大学府条坊跡』XV―陶磁器分類編―太宰府市
・佐藤竜馬編 2003『高松城跡 (西の九町地区)Ⅱ』香川県教育委   教育委員会
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出土瓦観察表
()内 の数値は復元値を表す

報文

警号

法量 (cm)
4L成 lr、 fL 色調 調整

種

"1

金長 厚 さ

3 Ⅲ平 良妊 lmm以下の石英 長石今む 凹 :ナデ  どドナデ

平 188+ 史好 密 2mm以 下の石英 長石を含む 暗灰NS/ 凹 :ナ デ  凸 !ヨ コ方向のナデ タテ方向のナデ

lT丸 民 ややオE Inlm以 ドの石英 長イ〒を含む 糧75YR 7/6 凹 :ナデ  IЬ !ナデ

Ⅲ丸 良灯 密 lmm以 下の石英 長石を含む 1き灰NS/ IЦ :ヨ コナデ   凸 :タ テヘラ削 り

奸九 英灯 r‐ lmm以 下の石英 長石を含む 「liナ デ  凸 :ナ デ

好丸 良 やや粗 1～ 2mm以 下の石英 長石を含む RL「 :布 ロ ナデ  凸 :タ テ方向のナデ

ⅢF丸 ミ やや密 lmm以 下の石英 長石 角閃石を含む にぶい責滝 10YR7/3 瓦当裏 iナ デ  瓦当 :は なれ砂

lT平 良灯 密 lmm以 下の石英 長石を含む 灰白N7/ 凹 :ナ デ  凸 〔ナデ

It 密 lmm以 下の石央 長石を含む 養灰25Y4/ユ 凹 :ナ デ  凸 :ナ テ

IF平 良 やや租  1～ 2mm以 下の石英 長4iを 含む 灰白25Y7/1 凹 ナデ 凸 |ク テ方向のナデ

メし 良灯 緒 mm以下の石え 長石を含む 灰黄25Y7/2 凹 i布 目  凸 :ナ デ

メ[ 良灯 密 lmm以下の石英 長石を含む 灰N5/ 布 ロ ヘ ラケズ リ 避I ナ デ

平 119+ 良灯 粗 I～ 4mm以 下の石英 長石を含む 凹 :ナ デ  凸 :ナ テ

平 98+ 良灯 竹 Imm以 下の石英 長石を含む 灰 110YR7/ユ 凹 :布 日

平 173 18 良好 密 lmm以 下の石英 長石を含む 灰N5/ 凹 :糸 切リナデ L「 I

平 189+ 128+ 良 密 lmm以 下の石英 長石を含む Π苦灰NS/ 「]:ナ デ  凸 iナ デ

21 ミ 奮 lmm以 下の石央 長石を含む 責灰25Y4/] !]:ナデ (コ ピキB) 凸 :ナ デ

と央瓦 良 やや密 董灰25Yν ] 凹 :ナ デ  凸 Iナ デ

メL 良 竹 Imm以 下の石央 長石を含 t・ 灰白N7/ 口 :ナ デ  th iん ロ コビキB

九 lS 4+ 116+ R好 4 1mm以 下の石英 長石を含む 暗灰N3/ 凹 :れ 目  凸 iナデ

丸 184+ 99+ 奮 lmm以 下の石英 長石を含む 凹 :布 日  凸 :ナ デ

九 262+ 員 ややl1 lmm以 下の石英 長石を含む 灰ft17 5YR5/2 「耳:コ ビキB  ど :タ テ方向のナテ

九 *n 3mm以 下の石央 長石を含む 灰25GY5/ 凹 :コ ビキB  凸 :ヨ コナデ

ややII1 1～ 2mm以下の石英 長石を含 tr 央 :灰 N7/ 喪 :灰N6/ 凹 iナ デ   里ド ナデ

ミ好 粗 lmm以 下の石英 長石を合む L:ナ デ  凸 |ナデ

やや粗  Imm以 下の石央 長石を含む 1音青灰5PB4/1 凹 iコ ビキB ケズリ  ll:ナ デ 釘穴

lF丸 ミ好 密 lmm以 下の石央 長石を含む 常灰N3/ 凹 iタ テ方向のナデ  Ll:ヨ コ方向のナテ

“

F平 ミ好 密 lmm以 下の石央 長布を含む 灰N6/

道具瓦 118 110+ ややオ■ lmm以 ドの石英 長石を合と 匹1:ナ デ  凸 :ナ デ

良 共 :灰 N6/ 共 :暗灰 N3/

丸 ‖き灰N3/ 灰白N7/ 凹 :ナ デ 板ナデ  凸 :ナ デ コどキB

丸 (117) 凹 :灰 N4/ 11● 灰N6/ 凸 :布 日

Ilc 135+ 904+ 灰自N8/0 1mm以 ドの砂粒を少R含む 1き灰N3/ μI:ナ デ 面取り  凸 :板状痕跡 ナデ

(215) 刑1 2mm以下の砂粒を含む 1き灰N3/ ピ|:ナ デ  凸 :板 ナデ

迫共瓦 良好 密 lmm以 ドのイT英 長石を含む 灰N5/ 凹 iナ デ   凸 :ナ デ

円 :灰N4/ 1h:灰 N6/ 凹 i ljtナ デ  凸 :ナ デ

軒九 匹 i板ナデ  凸 :布 目 指おさえ ナデ

軒 九 良 細 白色の砂壮を含む 灰10Y6/1 凹 :ナ デ

良JxV やや粗 lmm以 下の石英 長石を含む 黄澄75YR 7お 凹 I格,足岬き IfI

軒メL 良 やや粗 砂礫性力‖こ含む 灰由N″ 」 :コ ビキB  凸 :キ ラコ 板ナデ

やや密 lmm以 下の石爽 長石を含む 灰〔IN7/ 凹 :ナ テ

軒 丸 良′r 密 灰N6/ 凹 :ナ デ

肝平 やや密 lmm以 下の石英 長石を含む 灰白N6/ 11:ナデ  Ll iナデ

平 良 l■  1～ 2mm以下の石英 長石 角閃石を含む う〔N4/ 凹 :ナ デ  凸 :米Hいナデ

良好 やや密 lmm以 下の石央 長イiを含む 灰N5/ 凹 :ナ デ  凸 :ナ デ

中F平 良 やや沐u 砂礫を含む 灰N5/ 凹 :

近兵瓦 (132) ミ タト N4/山 :灰 N7/

W九 密 砂井立を含む 灰N4/ 凹 :コ ビキB  と ,ナデ 釘穴

良 やや密 Imm以 下の石央 長れiを 含む ☆灰25Y6/1 凸 !ヨ ヨナデ  ケズリ

“

平 ゃゃla lmm以 下の石共 長石 角閃石を含 tr 褐灰5YR4/1 凹 :ナ デ  出 :ナ デ

町 丸 A 密 砂壮を多く含む 外 灰白N7/ 内 :灰 N4/ 凹 :ナ デ 板ナデ  凸 I板ナデ ナデ 布日

軒 丸 外 灰N7ノ 内 :灰 白5Y7/1 凹 :回 転ナデ

軒丸 R 外 :暗灰N3/ 内 :灰 白75Y7/1 灰N5/ 凹 :板ナデ  凸 i糸切リ ナデ

280 軒 丸 R 制 Icm以下の砂粒を含む 灰白25Y7/1 日 :Ln4転 ナデ

軒丸 ミ 制 白色の砂粒を含む 灰N5/

2鬱 IF丸 民 細 赤色れ少昆含む 匹1:板ナデ  どド ナデ 板ナデ

Ⅲ丸 皮 灰N5/ 凹 :ナ デ

1千九 表 :灰N4/ 喪 :灰 白N7/ II:板 ケズリ

R 円 :灰筑25Y7/2 11ttN4/ 匹 :板 ナデ  』ド ナデ

「
平 Iu 坊(褐色 白色の砂粒を含む 暗灰N3/ 灰と5Y7/2 はなれ砂

Ⅲ 平 庭 刑1 赤色粒を含む 灰N6/ 灰N5/ 凹 :ナ デ 板ナデ  凸 :ナ デ

引
!九

良 和1 lmmmttTの 砂li少 壁含む 四 :灰 白N7/ 'I:常 灰3/ 凹 :ナ デ 板ナデ  凸 :ナ デ
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文

号

報

番

法亀 (cm)
焼 成 胎土 色測 訓整

種 別 全長 厚さ

軒平 細 2mm以 下の砂粒を含む 灰N5/ 凹 :縦 方向のナデ

撃F平 良好 VH 角閃石を含む J:灰 自25Y7/1 凸 :灰 N5/ 世1:ナ デ  凸 :ナ デ

軒 平 和1 白色の砂粒を含む 1音灰N3/ 14:ナ デ  凸 :ナ デ

IF平 細 結晶片岩を含む 凹 :灰 白10Y7/1 Pi:灰 N4/ L「4:ナ デ

293 丸 良 灰N4/ Wi板 ナデ  ,fI:コ ピキB ナデ

平 こがい椅75YR6/4 凹 :板 ナデ  凸 iナ デ

V 良 灰N4/ 凹 :ナ デ  出 :板ナデ

軒丸 良 密 砂粒を含む 灰5Y5/1 凹 :ナ デ  凸 :ナ デ

軒丸 良 やや理 lmm以 下の砂粒を含も 褐灰75YR4/1 凹 :指ナデ

324 軒丸 良 ややIIl imm以 下の石粒を含む 灰N4/ 四 :ナ デ  凸 :ナ デ

Fr丸 R好 やや密 石英 長石を含む 灰N4/ 凹 :ナ デ  1当 :板 ナデ

九 15 良好 密 灰N4/ 凹 :布 日  世tiナ デ

丸 良 密 砂礫を少 し含 tr 黒10Y2/] 凹 :布 ロ コビキB  ピ1:縦方向の振ナデ

丸 R 粗 黒色の砂粒を含む 暗灰N3/ 凹 布 日  出 :Itt方 向のナデ

九 良 制 外色の砂粒を含む 灰N4/ 凹 i布 日  凸 :l「Aナデ 前足IFき

軒丸 良 やや密 lmm以 下の石粒を含む 灰N2 凹 :ナ デ ヨビキB  凸 :ナ デ

中F丸 良 粗 1～ 2mm以 下の石英 長石 角閃石を含む 灰N3/ □ :ナ デ  どう

甘T丸 良好 やや密 lmm以 下の石央 長石を含む 灰N5/ 「]:布 コピキB  lヨ !ハ ケ ナデ

叫 九 密 lmm以 下の石災 長石を含む 灰N5/ 凹 :ナ テ

420 軒 九 良 粗 1～ 2mm以下の石央 長石 角閃石を含む 灰N5/ 凹 :布 日  世tiナ デ

華F丸 良好 やや密 lmm以 下の石英 長石を含む 灰N7/

軒平 良 やや密 lmm以 下の石英 長石を含む 灰白25Y8/2 凸 :ナ デ IUい訓整

軒平 良好 密 砂粒を含む 灰N5/

424 ll・平 良 やや密 lmm以 下の石英 羮石を含む 灰N4/ 世I:ナ デ  凸 :ナ デ

丸 良 やや管 lmm以 下の石英 長石を含む 灰N4/ 凹 :コ ビキB  II:4Hいハケ ナデ

良好 やや密 lmm以 下の石芙 長石を含む 灰N4/ 凹 :狛 ,日  コビキB  凸 :タ テ方向のナデ

丸 良好 密 lmm以 下の石共 長石を含 tr 灰N4/ 凹 :ヨ ビキB 1当 ナ デ

123+ ミ好 やや省 lmm以 下の石英 長石を含む 灰N5/ Ⅶ :布 日   「hiナ デ

メと 145+ 良 やや粗 lmm以 下の石英 長石を含む 灰N5/

430 丸 良 やや密 lmm以 下の石央  長石を含む 灰N6/ 凹 iナ デ  凸 :烈とロタタキ ナデ

丸 良好 密 砂粒を含む 暗灰N3/ Ⅳ :コ ピキB 凸 ナ デ

43ワ 良好 密 砂粒を含も 灰N4/ 凹 i布  コビキB 凸 :板ナテ

丸 18 良好 ゃゃlu lmm以 下の石英 長石を含む 暗灰N3/ 凹 :コ ビキB 世I

434 九 良 やや密 lmm以 下の石英 長石を含む 灰N4/ 口 :布 日  凸 : タテ方向の ミガキ

良 密 灰N4/ 凹 :コ ピキB  tt iナ デ

平 123+ 良 密 砂礫を含む LII:ナ デ

213 16 良 やや宿 lmm以 下の石英 長石を含む 灰N5/ 凹 :ナ デ   !liナ デ

平 243 密 灰N5/ 凸 Iナ デ

445 九 105+ ミ好 やや密 lmm以下の石英 長石を含む 灰N4/ 凹 i布 日  凸 :ナ デ

103+ 18 RIAI 奮 砂Irを 含む 暗灰 N3/ 凹 :コ どキB LI:ナデ

軒丸 16 史 密 にぶい黄橙 10YR7/3 凹 :ナ デ  凸 :ナ テ

丸 良1/f 密 砂粒を含む 灰N5/ 凸 :板ナデ 釘穴

九 良 やや密 lmm以 下の石英 長石を含む 灰N4/ 聖ltナ デ  凸 :4tロ タタキ ナデ

軒 丸

"3
良好 密 砂粒を含む 凹 〔コピキB  凸 I板ナデ 釘大

‖ 丸 201 良好 やや密 lmm以 下の石英 長石を含む 資灰25Yν l 凹 :布 ロ コビキB  凸 :指ナデ

平 良好 やや密 lmm以 下の石英 長石を含む 灰N5/ 凹 :ナ デ  凸 :ナ デ

526 中F丸 やや密 ユmm以下の石英 長石を含む 灰白25Y8/1 凹 :ナ デ  凸 :ナ テ

527 平 良 密 灰N5/ 凹 :ヨ コ方向のチデ  凸 :タ テ方向の粗いナデ

528 丸 良好 やや密 lmm以 下の石英 長石を含む 灰N4/ 凹 :コ ビキB 凸 :

534 花 良 やや密 lmm以 下の砂粒を含む 灰N4/ 凹 :布 ロ ヨビキB  凸 :ナ デ

536 軒平 やや密 lmm以下の石英 長石を含も 灰N4/ 凹 :ナ デ  凸 :粗いナデ

554 平 161+ 125+ 良 やや密  砂粒を含む 晴灰N3/ 匹1:粗い縦方向のナデ  凸 i横方向のナデ

軒丸 257 187 やや密 1～ 2mm以下の石英 長石を含む 灰N3/ 凹 :布 目 凸 :ナ デ

年九 良 やや密  lmm以 下の石英 長石を含む 灰N5/ 外 :ナ デ  内 :ナ デ

丸 19 砂礫 lmm以 下の自色の砂を含む ,天5Y6/1 クト:布 国  内 :ナデ

Ⅲ平 密 N4カ灰 外 :ナ デ  内 :ナ デ

l■平 やや密 lmm以 下の石英 長石を含む 灰5Yνユ 凹 :ナ デ

その他 107+ 灰N5/ 凹 :ナ デ  凸 !ナ デ

丸 良好 やや密 lmm以 下の石英 長石を含む 灰 N5/ 凹 :布 日  凸 !チ デ

九 162+ 灰 N6/ 凹 iコ ピキB 凸 : ナ デ
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出土陶磁器・土器観察表
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写真図版 1

第 1遺構面検出状況 (西から)

5 調査区北壁土層① (南から)

2 第 1遺構完掘状況 (南から)

調査区東壁土層 (西から)

6 調査区北壁土層② (南から)

3 調査区西壁土層 (東から)

彗彗鷲種観撥鷺鷺霰樹摯貫種蘇種懐議感,苺
藤藝ヽ舞H雫要禅|:||

7 調査区と良櫓 (太鼓櫓台跡) 8 調査風景



l  SE1 011t不貴】犬,兄  1慕 ん`ら)

写真図版 2

4 SK108土層堆積状況

6 SKlll・ 112完 IFH】犬況 (南から)

2 SE101土層下層 (東 から) 5 SK109」ニチ冒lt不貴】犬
"L(南
から)

�韻に%≒歳:鰹鮎1娃

簸豫
lrl!祥4
議盛lirl筆

Ⅷ

7 SKl18完掘】犬況 (南 から) 8 SP10刊 」三層〕准T責】犬況



写真図版 3

l  SP108斗等鋼犬
"L(東
から) 4.第 1遺構面下層遺構検出状況 (南から)

2. SP108チ ]掘】犬
"L(SKl17ん

ら`) 5.第 1遺構面下層遺構完掘状況 (南から)

6. SKb104」ニチ冒lti責】犬
"L(東
ん`ら)

3. SP108・ SKl17完排醐犬
"已

(耳ヒん`ら)

7. SKb101」ゴ冒lti責】犬

"l(西

ん`ら)



写真図版 4

1 第 2遺構面検出状況 (南から) 2,第 2遺構面完掘状況 (南から)

3. SK2司 2完掘】犬況 (東 から) 6 SX201完掘 )犬況 (東 から)

5 SK215完掘 )犬況 (西 から)

SX201土層断面(耳ヒん`ら)

||― |=1癬=4i

8 第 2遺構面
調査区東側完掘状況



写真図版 5



写真図版 6



とW国菫童



8Ⅶ国菫童



6Ⅵ国章豊
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項
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集落

城館

室町時代

江戸時代
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中国産青 。白磁

土師質土器

国産陶磁器,土師質土
器類,近世瓦,金属製
品

要  約
中世以前の遺構が確認したほか,近世以降については,近世初期の武家屋敷の存在を
示す軒瓦が多数出土した。しかし,建物遺構を確認することはできなかった。
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